




























































































































































キーワード 学校数 キー ワー ド 学校数
専 門（的） 7校 福 祉 4校
地方 ・地域 6校 栄 養 3校
教 養 5校 生 活 2校
実 際 5校 食 物 1校



































































































































とても すとし どちら あまり 感じな
感じる 感じる




31.8 45.5 15.9 4.6 2.3 0.0 100.0 
(14) (20) ( 7) ( 2) ( 1) ( 0) (44) 
仕事は多忙である
31.8 54.6 9.1 2.3 2.3 。 100.0 
(14) (24) ( 4) ( I) ( I) ( 0) (44) 
仕事は楽しい
18.2 43.2 27.3 9.1 2.3 。 100.0 
( 8) (19) (12) ( 4) ( I) ( 0) (44) 
行動は単強・孤独になりやす 20.5 36.4 13.6 15.9 13.6 。 100.0 
U‘ ( 9) (16) ( 6) ( 7) ( 6) ( 0) (44) 
栄養士 （含む他施設｝同士の 11.4 25.0 20.5 29.6 13.6 。 100.0 
交流がない ( 5) (11) ( 9) (13) ( 6) ( 0) (44) 
栄養士のマンパワーが不足し 13.6 40.9 31.8 9.1 4.6 0.0 100.0 
ている ( 6) (18) (14) ( 4) ( 2) ( 0) （岨）
調理職員のマンパワーが不足 20.5 36.4 27.3 11.4 4.6 0.0 100.0 
している ( 9) (16) (12) ( 5) ( 2) ( 0) (44) 
同僚と知自民交換・意見交換が 6.8 20. 5 20.5 40.9 9.1 2.3 100.0 
できない ( 3) ( 9) ( 9) (18) ( 4) ( 1) (44) 
入居者の状態の把握ができな 2.3 18.2 18.2 52.3 9.1 。 100.0 
し、 ( I) ( 8) ( 8) （お） ( 4) ( 0) (44) 
新しい専門的知識に追いつく 22. 7 43.2 27.3 6.8 0.0 。 100.0 
のが難しい (10) (19) (12) ( 3) （的 ( 0) (44) 
新しい知識を勉強する時間が 18.2 50.0 13.6 18.2 。 。 100.0 
ない ( 8) (22) ( 6) ( 8) ( 0) ( 0) (44) 
栄養士は専門性が高い職種で 36.4 31.8 20.5 6.8 4.6 0.0 100.0 
ある (16) (14) ( 9) ( 3) ( 2) ( 0) (44) 
自分の業務は進歩しつつある
6.8 29.6 50.0 13.6 。 0.0 100.0 
( 3) ( 3) (22) ( 6) ( 0) ( 0) (44) 
栄養士にとって研修は重要で 61.4 31.8 6.8 。 。 0.0 100.0 

































定期的にある（週に2回程度） 0.0( 0) 
定期的にある（週に 1回程度） 0.0( 0) 
定期的にある（月に2回程度） 2. 3 ( 1) 
定期的にある（月に 1回程度） 75.0(33) 
定期的にある（2カ月にl回程度） 0.0( 0) 
不定期にある 13.6( 6) 
な ＼，、 2. 3 ( 1)
その他 6. 8 ( 3) 
n . a 0. 0 ( 0) 
1ロ』 計 100.0(44) 
-44 -
表－7 意見交換に参加する人 %（実数）
介護職員 90.9(40) 入居者 20. 5 ( 9)
指導員 88. 6 (39) 医師 2. 3 ( 1)
施設長 88.6(39) 入居者の家族 0.0( 0) 
看護婦 86.4(38) その他 6.8( 3) 
調理職員 86.4(38) n . a 4. 6 ( 2)







































表－ 8 施設内での研修の開催状況 %（実数）
定期的にある（週に 1回程度） 2. 3 ( 1)
定期的にある（月に2回程度） 13.6( 6) 
定期的にある（月に l回程度） 20.5( 9) 
定期的にある（年に 2回程度） 13.6( 6) 
定期的にある（年に 1回程度） 11.4( 5) 
不定期にある 0.0( 0) 
とくにない 0.0( 0) 
i口』 計 100.0(44) 
表－ 9 研修について %（実数）







36.4 13.6 2.3 9.1 38.6 0.0 100.0 
(16) ( 6) ( 1) ( 4) (17) ( 0) (44) 
専門家の集まる学会に出席
6.8 20.5 4.6 20.5 47. 7 。 100.0 
( 3) ( 9) ( 2) ( 9) (21) ( 0) (44) 
専門家の集まる研修・研究会 22. 7 40.9 2.3 25.0 6.8 2.3 100.0 
に出席 (10) (18) ( 1) (11) ( 3) ( !) (44) 
機関誌など職業団体の刊行物 29.6 50.0 4.6 13.6 2.3 。 100.0 
を購読 (13) (22) ( 2) ( 6) ( 1) ( 0) （叫）
最新情報を得るため専門書を 18.2 36.4 4.6 40.9 。 。 100.0 
購読 ( 8) (16) ( 2) (18) ( 0) ( 0) （叫）
栄養士会が開催する行事に参 9.1 34.1 4.6 31.8 20.5 0.0 100.0 
































とても 必すこし どちら あまり 必要で必要で 要で ともい 必要で
ある ある えない ない ない
幅広い一般的教養 56.8 34.1 9.1 0.0 
。
(25) (15) ( 4) ( 0) ( 0) 
栄養に関する基礎知繊
56.8 34.1 9.1 。 0.0 
(25) (15) ( 4) ( O) ( O) 
栄養に関する実践的知識 81.8 18.2 
。 。 0.0 
(36) ( 8) ( O) ( O) ( O) 
老年学などの基礎知識 56.8 36.4 6.8 0.0 <°a~ (25) (16) ( 3) ( 0) 
チームワーク 86.4 
~\f 0.0 。 。(38) ( 0) ( 0) ( O) 
コミュニケーション能力 72.7 25.0 2.3 
。 。
(32) (11) ( 1) ( O) ( 0)
美的センス 47. 7 43.2 9.1 0.0 
。
(21) (19) ( 4) ( 0) ( 0) 
統計学，判断力
52.3 38.6 9.1 o.o 。
(23) (17) ( 4) ( 0) ( 0) 
自己の健康管理
63.6 31.8 /if 0.0 0.0 (28) (14) （的 ( 0) 
人間愛 56.8 36.4 6.8 
。 0.0 





( 0) (44) 
0.0 100.0 
( O) (44) 。 100.0 
( O) (44) 
0.0 
lf-叫0） ( O) 
0.0 100.0 
( O) (44) 
0.0 100.0 
( O) (44) 
0.0 100.0 
( 0) ｛叫）。 100.0 
( 0) (44) 
0.0 100.0 
( 0) (44) 。 100.0 

































































































































































Some Tasks Around the Speciality of the Dietician 
in Elderly Care Institutions 
abstract 
Jun Shiraishi, M. A, Hokkaido Women’s College 
Noriko Kinoshita, Hokkaido Women’s College 
Ritsuko Tsuchiya, Hokkaido Women’s College 
It was discussed that licensed dieticians that graduated from junior colleges were confronted with various 
kinds of tasks based on our survey data of nine colleges in Hokkaido. The following three points are discussed. 
1) The importance of curriculum arrangements in keeping up with the times in regard to the sciences of human 
relations, information processing, environment and stress reduction, health sciences, medicine, and social welfare. 
2) The establishment of the identity of the dietician as an expert as her work is performed in collaboration with 
other members in the institution such as doctors, n 
recurrent or life-long education as the number of the registerd dieticians who have higher qualifications than 
those of today increases. 
Key words: dietician, registered dieticians, recurrent education 
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